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１ 生物科学専攻

᥀脡豐ࡁᅜ㝿ᖹ࿴࡟㈉⊩ࡿࡍ⊂๰ⓗேᮦの⫱ᡂࠖࠒᩍ⫱࣭◊✲目標と࡚ࡋㄌ◕ࠋࡓࡋ

攻の理念と目標 

 本専攻では中期目標の中で，以下に示す研究内容及び水準の質的向上に関する目標を掲げてい

る。 
 生物科学専攻では，21世紀は「生命の世紀」といわれている状況下において，「複雑生命系の成

立機構」（動物科学講座）と「植物の多様性形成機構」（植物生物学講座）に焦点を当てて独創性

の高い特徴ある研究を推進することを目指している。 
 その一つの柱である「複雑生命系の成立機構」研究では，生命系をタンパク質と核酸からなる

生体高分子の集合体とみなし，集合体の性質の解明を中心課題とする。生体高分子が集合すると，

細胞，組織，及び器官の各階層の生命の存在目的に適う秩序を有する超複雑機能系が出現する。

この出現を可能にしている原理とその原理に基づく仕組みの解明を目指す。具体的には以下の研

究を推進する。１）複雑生命系の発生の仕組みの解明，２）細胞骨格系の成立の仕組みの解明，

３）情報伝達系の形成の仕組みの解明。 
 「植物の多様性形成機構」については次の研究を推進する。植物は多様な地球環境に適応・進

化し，多様な植物を生み出してきた。本研究は多様な植物を生み出した機構を，分子，細胞，個

体，群集レベルで追求するものである。以下のキーワードをもとに研究を推進する。最初の陸上

植物コケ植物の種多様性，環境応答と形態形成の分子機構と多様性形成，超生物界間遺伝子移動

によるゲノムの多様性形成，多様な植物遺伝子・系統の解析と保存，多様な自然環境の形成と保

全。 
 
1-2 専攻の組織と運営 

 本専攻は，2000年４月の大学院理学研究科の部局化にともない，動物科学講座，植物生物学講

座，多様性生物学講座，両生類生物学講座，及び植物遺伝子資源学講座の５つの講座に再編さ

れた。動物科学講座には，発生生物学，細胞生物学，情報生理学の３分野がある。植物生物学講

座には，植物分類・生態学，植物生理化学，植物分子細胞構築学の３分野がある。多様性生物学

講座には海洋分子生物学と島嶼環境植物学の２分野，両生類生物学講座には発生研究グループ，

進化多様性・生命サイクル研究グループ，遺伝情報・環境影響研究グループの３研究グループ，

植物遺伝子資源学講座には植物遺伝子資源学の分野がある。かくして本専攻には，微生物，動物，

植物を材料にし，多様な生物現象を分子から，細胞，組織，個体，集団レベルに至るまで様々な

レベルを対象にした幅広い研究分野が勢揃いする事となった。本専攻の一番の特色は，多様な生

命現象を多様な目でみることのできる教育・研究を実践できることである。 
 生物科学専攻の運営は，生物科学専攻長を中心にして行われていて，副専攻長がそれを補佐す

る。専攻長及び副専攻長は原則として動物分野と植物分野から交互に毎年選出される。 
 大学院専攻に関わる諸問題について，教員会議で審議する。専攻における各種委員もここで選

出し，必要に応じて講座代表，研究分野代表連絡会が開かれる。 
 法人化を契機に，専攻の定員削減計画がはじまった。従来の教育・研究水準を維持することさ

え困難な状況になり，対応に苦慮している。 
 現在，生物科学専攻の教員が，数理分子生命理学専攻の教員と共同で学部教育（生物科学科）

を担当している。共通の理念で学部教育プログラム編成を行って，基礎的かつ分野に偏りのない

幅広い生物科学教育を目指している。 
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1-2-1 教職員 

《平成27年度構成員》 H28.３.31現在 

動物科学講座 

 発生生物学研究室     菊池 裕（教授），穂積俊矢（助教），武藤彰彦（助教） 

 細胞生物学研究室     千原崇裕（教授），濱生こずえ（准教授）， 

 情報生理学研究室     小原政信（教授），植木龍也（准教授），森下文浩（助教） 

                            UKIZINTAMBARA THARCISSE（助教） 

植物生物学講座 

 植物分類・生態学研究室  山口富美夫（教授），嶋村正樹（准助教），片桐知之（助教） 

 植物生理化学研究室    高橋陽介（教授），深澤壽太郎（助教），伊藤 岳（助教） 

 植物分子細胞構築学    鈴木克周（教授），守口和基（講師），山本真司（助教） 

多様性生物学講座 

 附属臨海実験所      安井金也（教授），田川訓史（准教授） 

 附属宮島自然植物実験所  坪田博美（准教授） 

両生類生物学講座 

 発生研究グループ     矢尾板芳郎（教授），高瀬 稔（准教授），中島圭介（助教）， 

              田澤一朗（助教）  

 進化多様性・生命サイクル研究グループ 鈴木 厚（准教授），倉林 敦（助教），  

ISLAM MOHAMMED MAFIZUL(助教），＊MAHMUDUL HASAN(特任助教）             

 遺伝情報・環境影響研究グループ  古野伸明（准教授），三浦郁夫（准教授），花田秀樹（助教）， 
＊柏木昭彦（特任教授） 

植物遺伝子資源学講座    草場 信（教授），小塚俊明（助教）＊谷口研至（特任准教授）， 
＊中野道治（特任助教） 

フェニックスリーダー育成プログラム  ＊出口博則（特任教授），＊高橋秀治（特任准教授） 

福島大学 受託研究         ＊小栗恵美子（特任助教） 

生物科学専攻事務室     湯口恵美（グループ員），細川かすみ（契約
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1-2-2 教員の異動 

 平成27年度の教員の異動について，下記一覧表に示す。 

 
発 令 

年月日 
氏  名 

異     動     内     容 

 現 所 属 等 新 所 属 等 

1 27. 4. 1 小塚 俊明 採用 

京都大学大学院理学研究科 附属植物遺伝子保管実験施設 

  

特定研究員 助教 

2 27. 4. 1 伊藤 岳 採用 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

助教（年俸制） 助教（年俸制） 

3 27. 4. 1 山本 真司 採用 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

助教（年俸制） 助教（年俸制） 

4 27. 4. 1 
UKIZINTAMBARA 

THARCISSE 
採用 

               生物科学専攻 

  

                助教（年俸制） 

5 27. 4. 1 

ISLAM 

MOHAMMED 

MAFIZUL 

採用 

附属両生類研究施設 附属両生類研究施設 

  

特任助教 助教（年俸制） 

6 27. 4. 1 武藤 彰彦 更新 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 特任助教 

７ 27. 4. 1 片桐 知之 更新 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 特任助教 

8 27. 4. 1 出口 博則 更新 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任教授 特任教授 

9 27. 4. 1 小栗恵美子 更新 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 特任助教 

10 27. 4. 1 柏木 昭彦 更新 

附属両生類研究施設 附属両生類研究施設 

  

特任教授 特任教授 

11 27. 4. 1 高橋 秀治 更新 

附属両生類研究施設 附属両生類研究施設 

  

特任准教授 特任准教授 

12 27. 4. 1 
MAHMUDUL 

HASAN 
採用 

広島大学 附属両生類研究施設 

  

広島大学特別研究員 特任助教 

13 27. 4. 1 中野 道治 更新 

附属植物遺伝子保管実験施設 附属植物遺伝子保管実験施設 

  

特任助教 特任助教 

14 27. 4. 1 谷口 研至 採用 

附属植物遺伝子保管実験施設 附属植物遺伝子保管実験施設 

  

准教授 特任准助教（パート） 
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15 27.4.30 武藤 彰彦 辞職 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 助教（年俸制） 

16 27.4.30 片桐 知之 辞職 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 助教（年俸制） 

17 27. 5. 1 武藤 彰彦 採用 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 助教（年俸制） 

18 27. 5. 1 片桐 知之 採用 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

特任助教 助教（年俸制） 

19 
27. 5. 1

（28.3.31まで） 
小原 政信 併任 

生物科学専攻 広島大学グローバル推進室 

  

教授  

20 28. 1. 1 穂積 俊矢 切替 

生物科学専攻 生物科学専攻 

  

教授�
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堀井 明（東北大学大学院医学系研究科・教授） 

授業科目名：「「がん」の生物学」 

 

平成27年度生物
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＊総合博物館研究員 
出口，三浦，山口，坪田， 

田澤，花田，柏木（昭） 

＊産学・地域連携コーディネーター 古野 

＊附属理学融合教育研究センター運営委員会 小原 

＊自然環境保全専門委員会 山口 

＊生物圏科学研究科附属瀬戸内圏フィールド科学教育研究

センター研究員（海域生物圏部門） 
植木 

人事交流委員会 専攻長（菊池） 

安全衛生委員会 
安井，田川，高橋（陽）， 

矢尾板，草場 

評価委員会 山口，濱生，草場 

広報委員会 鈴木（厚） 

地区防災対策委員会 
専攻長（菊池），小原， 

高橋（陽），矢尾板，草場  

教務委員会 学科長(井出) 

入学試験委員会 鈴木（克），坂本（尚） 

大学院委員会 山口 

情報セキュリティ委員会 坪田 

第3期中期計画・中期計画策定WG 小原（座長） 

第2期現況調査報告書策定WG 小原（座長） 

 
 
1-3 専攻の大学院教育 

1-3-1 大学院教育の目標とアドミッション・ポリシー 

 多様な生命現象を分子から集団レベルまで多角的に捉え，基礎科学に貢献できる人材を育成す

るために，多様な専門性を持った学生を幅広く受け入れることを基本にしている。 
 
1-3-2 大学院教育の成果
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大学院学生の在籍状況及び学位授与状況 

【修士課程，博士前期課程】 平成27年度 

入学定員（各年度４.1現在） 24人 

入学者数（各年度11.1現在） 15人 

 
うち，他大学出身者数

（各年度11.１現在） 
７人 

定員充足率 63％ 

在籍者数（各年度11.１現在） 37人 

留年，退学，休学者数 ※１（全ての学年，各年度内の該当人数） ２人 

留年，退学，休学者率 ５％ 

学位（修士）授与数（各年度３.31現在） 15人 

学位授与率 ※２ 79％ 

 

【博士後期課程，博士課程（一貫制）】 平成27年度 

入学定員（各年度４.１現在） 12人 

入学者数（各年度11.１現在） ３人 

 
うち，他大学出身者数

（各年度11.１現在） 
２人 

定員充足率 25％ 

在籍者数（各年度11.１現在） 17人 

留年，退学，休学者数 ※１（全ての学年，各年度内の該当人数） ５人 

留年，退学，休学者率 29％ 

学位（博士）授与数（各年度３.31現在） ２人 

☆うち，いわゆる「満期退学」者や「単位取得後退学」者による博士号取

得を課程博士として取扱っている場合にはその数（各年度３.31現在） 
０人 

学位授与率 ※２ 29％ 

論文博士授与数（各年度３.31現在） ０人 

※１ 休学者数については，当該年度内（１年間）休学している者の数を留年，退学者数とあわ

せ記入。 

※２ 学位授与率については，修士課程の場合においては当該年度の学位授与数を２年前の入学

者数で割った数値，博士課程の場合においては当該年度の課程博士授与数を３年前（医・歯・

獣医学は４年前，５年一貫制の場合は５年前）の入学者数で割った数値。 
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大学院学生の就職・進学状況 

【修士課程，博士前期課程】 平成27年度 

修了者数 15人 

大学の教員（助手・講師等） ０人 

公的な研究機関 ３人 

企業（研究開発部門） １人 

企業（その他の職種） ８人 

学校（大学を除く）の教員 ２人 

進学（博士課程，留学等） ０人 

その他 １人 

 

【博士後期課程，博士課程（一貫制）】 平成27年度 

修了者数 ５人 

大学の教員（助手・講師等） ０人 

公的な研究機関 ２人 

企業（研究開発部門） ０人 

企業（その他の職種） ０人 

ポスドク（同一大学） ０人 

ポスドク（他大学等） ０人 

進学（留学等） ０人 

その他 ３人 

 

 
1-3-3 大学院生の国内学会発表実績 

 平成27年度の大学院生による国内学会発表実績は下表のとおり。 

 

発
生
生
物
学 

細
胞
生
物
学 

情
報
生
理
学 

植
物
分
類
・
生
態
学 

植
物
生
理
化
学 

植
物
分
子
細
胞
構
築

学 附
属
臨
海
実
験
所 

附
属
宮
島
自
然
植
物

実
験
所 

附
属
両
生
類
研
究
施

設 附
属
植
物
遺
伝
子
保

管
実
験
施
設 計 
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1-3-4 大学院生の国際学会発表実績 

 平成27年度の大学院生により国際学会発表実績は下表のとおり。 

 

発
生
生
物
学 

細
胞
生
物
学 

情
報
生
理
学 

植
物
分
類
・
生
態
学 

植
物
生
理
化
学 

植
物
分
子
細
胞
構
築

学 附
属
臨
海
実
験
所 

附
属
宮
島
自
然
植
物

実
験
所 

附
属
両
生
類
研
究
施

設 附
属
植
物
遺
伝
子
保

管
実
験
施
設 計 

博士課程前期 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

博士課程後期 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ 

前期・後期共 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ 

総  計 ０ ０ １ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ 

＊学部生はカウントしない。 
＊「前期・後期共」とは，博士課程前期・後期の学生が共に共同発表した実績を記載。 
 
1-3-5 修士論文発表実績（個人情報保護法に留意） 

《平成27年度 修士論文題目一覧》 

学生氏名 論  文  題  目 

池田 晋悟 染色体高次構造を介した組織特異的遺伝子発現制御機構の解析 

有藤 拓也 
軟体動物腹足類の新奇神経ペプチド(FXXFamide)の前駆体クローニングとその発

現解析 

大野 彰洋 広島県のタンポポ属植物の遺伝的背景に関する基礎研究 

小笠原健人 メラノーマと間充識との相互作用に関する分子的解析 

岡田 麻耶 体軸形成の制御に関する neural specific kinase (nsk) の機能解析 

岡村 僚太 MYB 型転写因子 EPR1 の転写抑制機構の解析 

方岡 由衣 

ハウスキーピング遺伝子と染色体 DNA 全塩基配列を用いた植物病原性細菌

Rhizobium radiobacter (syn. Agrobacterium tumefaciens)の種内グループの解

析 

北村 友哉 ネッタイツメガエル myt1 遺伝子の初期発生における機能解析 

坂本 雄司 Bryophyte flora of Mt. Hiuchigatake （燧ケ岳の蘚苔類フロラ） 

塩見 太志 

ゼブラフィッシュ初期胚の外胚葉細胞が持つ中内胚葉誘導シグナルに対する応

答能は，原腸陥入期におけるヒストン H3K27 のトリメチル化の増加により消失す

る 

柴田 桃子 高病原性を示すアグロバクテリウム菌株 CNI5 の研究 

庄田佐知子 
Agrobacterium における p-Coumaryl alcohol の vir遺伝子誘導作用と分解代謝に

関する研究 

園田 絢子 カエルにおけるグロビンタンパク質 Androglobin の遺伝子発現に関する研究 
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三島 由佳 
二種の O-GlcNAc 修飾酵素による GA信号伝達に関与する GAF1 複合体の制御機構

の解析 

柚木 和也 アグロバクテリウムから細菌への DNA とたんぱく質の輸送の試みと解析 

 

 

1-3-6 博士学位 

申請基準：博士論文は，レフェリー付きの国際学術誌に公表論文が受理されていることが必須

条件であり，専攻内における予備審査に合格したものが申請することができる。 
学位授与実績：平成27年度の学位授与数と論文題目は下記に示す（授与年月日を〔 〕内に記す）。 
 
課程博士授与数 ２件 

細羽 康介〔平成27年12月21日〕（甲） 
Functional analysis of mammalian ZIP kinase on phosphorylation of myosin II regulatory light 
chain during cytokinesis 
（細胞質分裂時のミオシンII調節軽鎖のリン酸化に関するZIPキナーゼの機能解析） 

主査：濱生こずえ 准教授      

副査：菊池 裕 教授，小原政信 教授，矢尾板芳郎 教授，安井金也 教授 
 

中井 裕也〔平成28年３月23日〕（甲） 
Reexamination of the immunological rejection model on tail regression during anuran 
metamorphosis 
（無尾両生類の変態での尾部退縮に関する拒絶反応説の再検討） 

主査：矢尾板芳郎 教授      

副査：安井金也 教授，菊池 裕 教授 

 

論文博士授与数



Ⅳ－11 

1-4 専攻の研究活動 

1-4-1 研究活動の概要 

 生物科学専攻の各研究グループにおいて，平成27年度におこなわれた研究活動の成果は，1-4-2

項の研究グループ別研究活動に記載する。そこに示されたデータに基づいて，活動の概要を以下

に示す。 
 
○産学官連携実績 

菊池 裕 
・日本臓器製薬からの受託研究 
 
鈴木克周，山本真司 
・特許 「プラスミド除去用組み換えプラスミド及びその利用」発明者 山本真司,鈴木克周,  

出願者 広島大学長, 特許権者 広島大学，特許第5818312号. 

 

坪田博美 

・広島県保健協会共同研究（2006-）広島県廿日市市・広島県広島市（気生藻類の分子系統学的研究） 

・国立科学博物館共同研究（2014-）茨城県つくば市（地衣共生藻類の分子系統学的研究） 

 
鈴木 厚，竹林公子 

・広島県教育委員会広島県立教育センター主催「第19回生物教材バザール」教材の提供及び解説

（2015年５月 東広島） 

 

柏木昭彦，柏木啓子，花田秀樹，鈴木 厚，竹林公子，古野伸明，田澤一朗，倉林 敦， 

中島圭介，鈴木賢一，山本 卓 

・「ネッタイツメガエルを用いた最近の研究」ポスター 第38回日本分子生物学会 (2015年12月

１-３日，神戸国際展示場，神戸市) 

 

柏木昭彦，花田秀樹，柏木啓子 

・広島県教育委員会広島県立教育センター主催の「第19回生物教材バザール」に参加，教材の提

供を行う（2015年５月） 

 

草場 信，小塚俊明 

・広島県教育委員会広島県立教育センター主催「第18回教材生物バザール」教材の提供及び解説 

 

濱生こずえ 

・広島県教育委員会広島県立教育センター主催「第18回教材生物バザール」教材の提供及び解説

（2015年５月） 

 

○高大連携の成果 

 
○生物科学専攻のスタッフが平成27(2015)年度に発表した論文，総説・解説，著書，学会の総数

を以下に示す。 

項   目 平成27年度 

論   文 56 
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総説・解説 ９ 

著   書 ３ 

国 際 学 会  18 

国 内 学 会  12 

＊国際学会は，該当する全てをカウントする。 
＊国内学会は，招待，依頼，特別講演のみをカウントする。 
 
○学術団体等からの受賞実績 

 生物科学専攻の学生及び教員が，平成27年度に受けた学会賞等を次にあげる。 

氏  名 賞の名称 研 究 内 容 授与者 授与年月日 

野村 佳織 

中国四国植物学

会第72回大会愛

媛大会 優秀発表

賞(ポスター発表

部門) 

ゼニゴケの中心体と極形成体

の微細形態学的研究 

中国四国植物学会

会長 
H27.5.17 

野村 佳織 

日本蘚苔類学会

第44回北八ヶ岳

大会優秀発表賞

（ポスター発表

部門） 

ゼニゴケの精子形成過程にお

ける中心体の微細形態学的研

究 

日本蘚苔類学会会

長 
H27.8.5 

井上 侑哉 

日本蘚苔類学会

第 44 回北八ヶ岳

大会優秀発表賞

（口頭発表部門） 

ヒメツボゴケAstomum 

japonicm G.Rothの正体 

日本蘚苔類学会会

長 
H27.8.5 

坪田 博美 

内田 慎治 

(外他研究

科等 4 名) 

第一回植物の栄

養研究会ポスタ

ーセッション優

秀ポスター賞 

日本在来のヤマモガシ科ヤマ

モガシの低リン耐性 
植物の栄養研究会 H27.9.5 

倉林 敦 

掛橋 竜祐 
GGS Prize 2015 

アカガエル科Babina属のミト

コンドリアゲノムの進化と本

属の系統学的位置の解明 

日本遺伝学会会長

ならびに 

Genes and Genetic 

Systems Editor in 

Chief 

H27.9.24 

片桐 知之 
日本植物分類学

会 奨励賞 

東アジア産苔類を中心とした

コケ植物の多様性と系統関係

の解明 

日本植物分類学会

会長 
H28.3.7 

上田 浩晶 

広島大学大学院

理学研究科長表

彰 

学術研究活動において特に優

秀な成績を修めた。 
広島大学大学院理

学研究科長 
H28.3.23 

大石 鮎 
広島大学理学部

長表彰 

学業成績において特に優秀な

成果を修めた。 
広島大学理学部長 H28.3.23 
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○国際交流の実績 

国際共同研究・国際交流活動 

菊池 裕 

・Huang博士（University of California, San Francisco）と，ゼブラフィッシュを用いた再生機構解析

に関する共同研究 
 
鈴木克周 
・大学間協定校リヨン第１大学の博士課程学生が研究室に滞在し共同研究実験を行なった。 

(2015年11月24日–12月８日) 

 
田川訓史 

・台湾中央研究院より講師を８大学合同公開臨海実習へ講師を招いて開催した。 

・理学研究科の国際シンポジウム「Hi-SFs 2016」において台湾中央研究院より講演者を招聘した。 

・米国ハワイ大学と共同でヒメギボシムシの再生研究を進めている。 

・米国ハワイ大学，米国ＪＧＩ，米国カリフォルニア大学バークレー校，米国スタンフォード大

学，英国オックスフォード大学，米国ライス大学，米国ハーバード大学，米国ベイラー医科大

学，台湾中央研究院，独国ハイデルベルグ大学，加国モントリオール大学と共にギボシムシの

ゲノム解析を遂に公表した。 

・カリフォルニア州立大学及び台湾中央研究院と共同でヒメギボシムシに寄生するカイアシ類の

研究を進めている。 

 

坪田博美 

・Estebanez博士（スペイン・マドリッド自治大学）との蘚苔類の分子系統学的研究 

・Mohamed教授（ブルネイ・ブルネイ大学）及びYong Kien Thai博士（マレーシア・マラヤ大学）

との蘚類の系統・分類学的研究 

・Seppelt教授（オーストラリア・タスマニア
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・英国ポーツマス大学，英国ガードン研究所及び米国ウッズホール海洋生物学研究所 

研究テーマ：「ネッタイツメガエルリソースの系統解析」 

・インドネシア ブラビジャヤ大学 

  研究テーマ：「神経誘導に働く新規タンパク質の解析」 

・英国ポーツマス大学及び米国ウッズホール海洋生物学研究所 

研究テーマ：「国際ツメガエルリソースの国際拠点形成」 

 

倉林 敦 

・ブラウンシュバイク工科大学（ドイツ），ビショップ博物館（アメリカ），南オーストラリア博

物館（オーストラリア） 

研究テーマ：ヘビからカエルへの遺伝子水平伝播  

・ブラウンシュバイク工科大学（ドイツ），コネチカット大学（アメリカ），ノースウェスト大学

（南アフリカ） 

研究テーマ：フクラガエルが生殖行為に用いる糊状物質の解明  

・ブラウンシュバイク工科大学（ドイツ） 

研究テーマ：両生類皮膚粘液に存在する細菌類の進化と分布の解明 

・ビショップ博物館 

研究テーマ：パプアヒメアマガエルの種インベントリー 

 

竹林公子 

・米国エネルギー省，カリフォルニア大学，Hudson alpha Institute for Biotechnology 
研究テーマ：「アフリカツメガエルvg1遺伝子クラスターのゲノム解析」 

・オランダ ラドバウド大学 

研究テーマ：「アフリカツメガエルTGF-beta 経路とFGF経路のゲノム解析」 

・インドネシア ブラビジャヤ大学 

  研究テーマ：「神経誘導に働く新規タンパク質の解析」 

・英国ポーツマス大学及び米国ウッズホール海洋生物学研究所 

研究テーマ：「国際ツメガエルリソースの国際拠点形成」 

 
Mahmudul Hasan 
・国立台湾師範大学 

 研究テーマ：Hylarana属の分類学的問題の解決 

 

三浦郁夫 

・キャンベラ大学（豪州）Dr. Tariq Ezaz
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○ＲＡの実績 

氏  名 所属研究室 学年 指導教員 研究プロジェクト名 

ROMAIDI  情報生理学 Ｄ２ 植木龍也 海洋性金属還元細菌の単離と機能解析 

正田 いずみ 
宮島自然植物

実験所 
Ｄ３ 坪田博美 

陸上隠花植物の系統・地理・分類学的研

究 

井上 侑哉 
宮島自然植物

実験所 
Ｄ２ 坪田博美 

陸上隠花植物の系統・地理・分類学的研

究 

中井 裕也 
両生類研究 

施設 
Ｄ３ 矢尾板芳郎 

ツメガエルの変態時の尾の退縮におけ

る免疫拒絶モデルの検討 

SULTANA 

NASRIN 
両生類研究 

施設 
Ｄ３ 矢尾板芳郎 両生類の多様性と保全に関する研究 

吉田 和史 
両生類研究 

施設 
Ｄ２ 鈴木 厚 

体軸形成を制御するモルフォゲンシグ

ナル統合機講の解析 

上田 浩晶 
植物遺伝子保

管実験施設 
Ｄ２ 草場 信 

シロイヌナズナにおける葉老化制御機

構の解明 

Morov Arseniy 

Romanovich 
臨海実験所 Ｄ２ 安井金也 

Evolutionary history of amphioxus 
lineage 

JAHAN 
NUSRAT 

両生類研究 

施設 
Ｄ１ 鈴木 厚 

Molecular mechanisms of axis formation 
and neural induction during vertebrate 
embryogenesis 
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1-4-2 研究グループ別研究活動 

動物科学講座 
発生



к 17 

 
♀Ⱪꜝⱨ▫♇◦ꜙ ⱦ꜠ ─  
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ủ  

 
ỪNakahara Y., Muto A., Hirabayashi R., Sakuma T., Yamamoto T., Kume S., Kikuchi, Y. * (2016). 

 (* corresponding author). 
Temporal effects of Notch signaling and poten
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２．学会誌編集委員等 
  該当無し 
 
３．産学官連携実績 
 菊池 裕 日本臓器製薬からの受託研究 
 
４．セミナー・講義・講演会講師等 

菊池 裕 
(1) 慶應義塾大学医学部 基礎分子細胞生物学II 「内胚葉細胞の分化誘導」 

  大学２年生の授業 （2015年５月20日） 

(2) 広島大学北京入試への参加（2015年11月12～13日） 

 
５．その他 
  なし 
 
○特記事項 
１．Huang博士（University of California, San Francisco）と，ゼブラフィッシュを用いた再生機構解

析に関する共同研究 
２．岩坂正和教授（広島大学ナノデバイス・バイオ融合科学研究所）と，バイオリフレクター作

製法に関する共同研究 
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細胞生物学研究室 
平成27年度構成員：千原崇裕（教授，平成28年３月28日着任），濱生こずえ（准教授） 

 

○研究活動の概要 
 細胞生物学研究室では，高等動物培養細胞を実験に使用し，動物細胞の増殖・分化のメカニズ

ム解明に関する研究を行なっている。研究の柱は，以下の２点である。 
１．ミオシンⅡの細胞内での機能解析 
 ミオシンⅡは，細胞分裂や細胞移動など収縮力を必要とする細胞内機能で重要な役割を果たし

ている。ミオシンⅡのATPase
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○著書・その他 
  該当無し 
 
○取得特許 
  該当無し 
 
○講演 
１．国際会議での招待・依頼・特別講演 
  該当無し 
 
２．国際会議での一般講演 
  該当無し 
 
３．国内学会での招待・依頼・特別講演 

シンポジウム等オーガナイザー 
  該当無し 
 

シンポジウム・招待講演 
  該当無し 
 
４．国内学会での一般講演 
 細羽康介，松下将也，細谷浩史，濱生こずえ 
  細胞質分裂における ZIP キナーゼのミオシン II 調節軽鎖キナーゼとしての役割 
  2016 年生体運動合同班会議（2016 年１月８日-10 日） 

 寺井はるひ，濱生こずえ 
細胞伸展におけるヒトMRLCアイソフォームの機能解析 
日本動物学会中国四国支部広島県例会（2016年３月２日，東広島市） 

 中串実姫子，濱生こずえ 
HeLa細胞におけるダイナミンによる微小管ダイナミクス制御の解析 
日本動物学会中国四国支部広島県例会（2016年３月２日，東広島市） 

 
○各種研究員と外

外外【外国人留᠀】

 無瘻

・基盤研究
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情報生理学研究
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たペプチドは断片であると思われた。しかし，13残基型のGKWamideを化学合成してもやはり生

理活性は見つからなかった。一方，前駆体上にはN末端から３残基目にAsp，C末端側に

Phe-Xxa-Xaa-Phe-NH2を共通構造にもつ13-14残基の配列が22コピー，並んでいることがわかった。

これらのことからこの前駆体がコードする生理活性ペプチドはFXXFamideであり，GKWamideは
アミノ酸の変異によりFXXF-NH2構造を失ったため生理活性をもたない可能性が高い。さらに相

同性検索の結果，アメフラシ（後鰓類），ヒラマキガイ（有肺類）にも類似したFXXFamideペプチ

ドをコードする前駆体cDNAが見つかったことからFXXFamideは軟体動物腹足類に広く分布する

神経ペプチドであると思われる。今後，FXXFamideの生理機能の解明を試みる。 
 

○発表論文 
１．原著論文 
○Shota Nakade, Tetsushi Sakuma, Yuto Sakane, Atsushi Kurabayashi, Keiko Kashiwagi, Akihiko 

Kashiwagi, Takashi Yamamoto, Masanobu Obara. Homeolog-specific targeted mutagenesis in 
Xenopus laevis using TALENs.  In Vitro Cell Dev Biol Anim. 2015 (9): 879-84. 

Morishita F, Furukawa Y, Kodani Y, Minakata H, Horiguchi T, Matsushima O. Molecular cloning of 
precursors for TEP-1 and TEP-2: The GGNG peptide-related peptides of a prosobranch gastropod, 
Thais clavigera. Peptides, 68:72-82 (2015) 

 
２．総説・解説 

Ueki T, Yamaguchi N, Isago Y, Tanahashi H. Vanadium accumulation in ascidians: A system overview, 
Coord. Chem. Rev., 301–302, 300–308 (2015). 

 
○著書 

Ueki T. Vanadium in the environment and its bioremediation. Book section. In: “Plants, Pollutants and 
Remediation”, Öztürk M, Ashraf M, Aksoy A, Ahmad MSA, Hakeem KR (Eds.), pp.13–26, Springer. 

 
○講演 
１．国際会議での招待・依頼・特別講演 
  該当無し 
 
２．国際会議での一般講演 

Ueki T, Hino T, Romaidi. Vanabins: A family of vanadium-binding proteins uniquely found in the 
genome of vanadium-rich ascidians, The 8th international tunicate meeting (2015年７月13–17日, 
Aomori City Cultural Hall, Aomori, Japan) 

 
３．国内学会での招待・依頼・特別講演 

植木龍也，山口信雄. ホヤ類の被嚢の微細構造および化学的性質―新規接着・防汚染物質の開 

発を目指して，バイオミメティクス研究会―生態系バイオミメティクス―持続可能性に向け

た新しいトレンド―(2015年７月７日, 産業技術総
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４．国内学会での一般講演 
○砂後義明，佐久間哲史，白江-倉林麻貴，山本 卓，植木龍也．TALENを用いたカタユウレイ

ボヤVanabinの機能解析，中国四国地区生物系三学会合同大会愛媛大会（2015年５月16日〜17

日，愛媛大学） 

植木龍也，藤江 学，佐藤矩行．ホヤ類における腸内細菌叢の比較メタゲノム解析，第17回マ

リンバイオテクノロジー学会大会（2015年５月30日〜５月31日，東京海洋大学） 
Romaidi，植木龍也．Screening for vanadium-accumulating bacteria isolated from the intestine of Ascidia 

sydneiensis samea，第17回マリンバイオテクノロジー学会大会（2015年5月30日〜5月31日，東

京海洋大学） 
植木龍也，藤江 学，佐藤矩行．ホヤ腸内細菌のメタゲノム解析，中国四国動物生理シンポジ

ウム（2015年８月８日〜８月９日，鳥取大学） 
Romaidi，植木龍也．Vanadium reduction by intestinal bacteria isolated from an ascidian，中国四国動

物生理シンポジウム（2015年８月８日〜８月９日，鳥取大学） 

山口信雄，小池香苗，福場郁子，植木龍也．ホヤ被嚢接着突起の解析，日本動物学会第86回新

潟大会（2015年９月17日-９月19日，新潟市） 

植木龍也，藤江 学，佐藤矩行．スシキレホヤ血球のトランスクリフトーム解析，日本動物学

会第86回新潟大会（2015年９月17日-９月19日，新潟市） 

山口信雄，小池香苗，福場郁子，原田隆範，植木龍也．ホヤ被嚢接着突起の解析，第27回生物

学技術研究会（2016年２月18日，岡崎市） 

植木龍也，山口信雄．海産無脊椎動物ホヤ類のレアメタル濃縮及び接着機構の解明と応用，先

端事業報告会（2016年２月19日，広島市） 

Romaidi，植木龍也．Vanadate reductase facilitated vanadium reduction in vanadium- resistant bacterial 
strain isolated from the intestine of Ascidia sydneiensis samea，日本動物学会中国四国支部広島県

例会（2016年３月２日，東広島市） 

日野俊裕，植木龍也．スジキレボヤの被嚢タンパク質の抽出と精製. 

◎小野真寛，有藤拓也，小原政信，森下文浩．二種の軟体動物腹足類における新奇フリシン様ペ

プチド前駆体のクローニング，中国四国地区生物系三学会合同大会愛媛大会（2015年５月16

日〜17日，愛媛大学） 

森下文浩．軟体動物アメフラシのGGNGペプチドの特徴づけ．中国四国動物生理シンポジウム

（2015年８月８日〜８月９日，鳥取大学・シャトーおだか） 

◎森下文浩 渡部幸多，小原政信．環形動物と軟体動物のGGNGペプチドの構造と生理作用．日本

動物学会第86回新潟大会（2015年９月17日-19日，新潟市） 

◎渡部幸多，益田恵子，高橋俊雄，浮穴和義，小原政信，森下文浩．アメフラシのペニス牽引筋

の収縮調節におけるアメフラシGGNGペプチドの役割．日本動物学会中国四国支部広島県例会

（2016年３月２日，東広島市）． 

◎有藤拓也，益田恵子，浮穴和義，小原政信，堀口敏宏，森下文浩．軟体動物腹足類の神経ペプ

チド(FXXFamide)の前駆体クローニングとその発現解析．日本動物学会中国四国支部広島県例

会（2016年３月２日，東広島市）． 

 
○各種研究員と外国人留学生の受入状況 

該当無し 
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○研究助成金の

・

基盤研Ⱐ
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・外国人客員研究員の受入，インドネシア国立イスラム大学マラーン校Tri Kustono Adi講師，2016

年１月27日〜２月23日 

・CompBiol 2015 広島大会（第40回日本比較内分泌学会・比較生理生化学会第37回大会合同 大

会）, 実行委員(公開講座担当), 2015年12月11日〜12月13日, 広島市 

・日本動物学会中国四国支部広島県例会，主催者，2016年３月２日，東広島市 

 

森下文浩 

・CompBiol 2015 広島大会（第40回日本比較内分泌学会・比較生理生化学会第37回大会合同大会）

実行委員（プログラム編成・シンポジウム会場担当），2015年12月11日〜12月13日, 広島市 
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イン作成などを行った。 
 
(４) 蘚苔類のゲノム解析 

 コケ植物タイ類の中で系統的に最も基部に位置すると考えられているコマチゴケ綱について研

究を進めた。次世代シーケンサーによる解析から得られたリードデータからコマチゴケは1.5 Gb

程度の比較的大きなゲノムサイズを持つことが示唆された。 

 

(５) 植物標本庫（HIRO）の整備  

 交換・寄贈標本として，Bryophytes of Asia, fasc. 22を国内外の48研究機関に配布した。これらを

含めた収蔵標本の整理と体系的管理に向けたデータベース構築を行った。また，研究用蘚苔類標

本として，国外研究機関に３件，国内研究機関に４件を貸し出し，国外研究機関に１件を贈与し

た。 

 新たに7,256件の標本産地データ，13,422件の種データをデータベースに入力した。また，約

7,000点の尼川コレクションの標本データの整理を行い，標本袋の入替作業，整理保管作業を行っ

た。 

 
○発表論文 
１．原著論文 

Brown, R.C. Lemmon, B.E. Shimamura, M. Villarreal, J.C. & Renzaglia K.S. (2015). Spores of Relictual 
Bryophytes: Diverse Adaptations to Life on Land. Rev. Palaeobot. Palynol. 216: 1–17. 

Katagiri, T. (2015). On the identity of Trichocolea argentea Herzog, with a new combination to the 
genus Leiomitra Lindb. Journal of Bryology 37: 304–307. 

Katagiri, T. (2015). Pallaviciniites oishii (comb. nov.), a thalloid liverwort from the Late Triassic of 
Japan. The Bryologist 118: 245–251. 

Katagiri,T. (2015). First fossil record of the liverwort family Cephaloziaceae (Jungermanniales, 
Marchantiophyta) from Baltic amber. Nova Hedwigia 101: 347–354. 

Katagiri, T. (2015). Studies on the type material of Trichocolea udarii (Trichocoleaceae, Marchantiophyta) 
and the distribution of Trichocolea in the Eastern Himalayas. Hikobia 17: 21–25. 

Katagiri, T. (2015). Two new synonyms of Trichocolea pluma: Trichocolea comptonii and Trichocolea 
geniculata from New Caledonia (Trichocoleaceae, Marchantiophyta). Bryophyte Diversity and 
Evolution 37: 31–34. 

Katagiri, T. & Hagborg A. (2015) Validation of ordinal and family names for a Triassic fossil liverwort, 
Naiadita (Naiaditaceae, Marchantiopsida). Phytotaxa 222: 165–166. 

◎片桐知之，坂本雄司，井上侑哉，嶋村正樹. (2015) 60年ぶりに確認された尾瀬ヶ原のヤチゼニ

ゴケ. 蘚苔類研究 11: 120–122. 

片桐知之，古木達郎. (2015) 日本産タイ類・ツノゴケ類学名情報 1. クチキゴケ属 

Odontoschisma. 蘚苔類研究 11: 133–137. 

絹谷和子，嶋村正樹，Thomas Friedl，竹下俊治 (2015). 緑藻類Apatococcus lobatus (Chodat) 
J.B.Petetsen (Trebouxiophyceae, Chlorophyta)の生活環の再検討. Hikobia 17: 33–40. 

Shimamura, M. (2015). Aerial dispersal of tetraflagellated sperm cells in Dumortiera hirsuta 
(Marchantiophyta, Dumortieraceae). Hikobia 17: 27–29. 

Orgaz, J. D. & Yamaguchi, T. (2015). Sciuro-hypnum sichuanicum (Brachytheciaceae, Bryophyta), an 
Interesting New Record for Japanese Bryophyte Flora. Cryptogamie Bryologie 36: 171–175. 
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Orgaz, J. D. & Yamaguchi, T. (2015). On the identity of Brachythecium sakuraii Broth. with 
Brachythecium pseudouematsui Nog.(Brachytheciaceae) from Japan. The Bryologist 118: 367–370. 

Orgaz, J. D. & Yamaguchi, T. (2016). Brachythecium complexum J.D.Orgaz, sp. nov. , a new species 
from Japan. Journal of Bryology 38: 63–66. 

Shimamura, M. (2016). Marchantia polymorpha; Taxonomy, phylogeny and morphology of a model 
system. Plant & Cell Physiol. 57: 230-256. 

Bowman, J. L., Araki, T., Arteaga-Vazquez, M. A., Berger, F., Dolan, L., Haseloff, J., Ishi
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【外国人留学生】 
金 元熙（大韓民国）(博士課程後期） 
Jose David Orgaz（スペイン）（研究生） 

 

○研究助成金の受入状況 

科学研究費補助金 

・基盤研究(B)「コマチゴケとナンジャモンジャゴケのゲノム情報を基盤とした総合的研究」代表

者: 嶋村正樹 (1,400千円)  

・新学術領域「陸上植物進化を基軸とした発生ロジックの解明」代表者：河内孝之 研究分担者：

嶋村正樹 (3,300千円) 

 

寄附金 

・株式会社建設環境研究所 山口富美夫 846千円 

・株式会社沖縄環境保全研究所 山口富美夫 203千円 

・公益財団法人島根県環境保健公社 400千円 

・公益財団法人トヨタ財団 小栗恵美子 350千円 

 

○学界ならびに社会での活動 

１．学協会役員・委員 

山口富美夫 

・中国四国植物学会会長（2015-） 

・日本植物学会代議員（2014-） 

・ヒコビア会会長（2014-） 

・日本蘚苔類学会会計幹事（2014-） 

・植物地理・分類学会編集委員（2013-） 

・環境省第５次絶滅のおそれのある野生生物の選定・評価検討会植物Ⅱ分科会検討委員（2014-） 

・環境省稀少野生動植物保存推進員（2003-） 

・沖縄県レッドデータの改定に関わる編集委員会委員（2013-） 

・生物多様性広島戦略推進会議希少生物分科会検討委員会委員（2013-） 

・財団法人服部植物研究所委託研究員（1992-） 

・国立環境研究所客員研究員（2011-） 

・岡山理科大学附属高等学校平成24年度文部科学省SSH運営指導委員（2012-） 

 

嶋村正樹 

・日本植物学会代議員（2014-） 

・日本蘚苔類学会庶務幹事（2014.1-） 

・ヒコビア会編集幹事（2014-） 

・中国四国植物学会 広島県幹事（2014-） 

 

片桐知之 

・ヒコビア会会計幹事（2014-） 
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植物生理化学研究室 
平成27年度構成員：高橋陽介（教授），深澤壽太郎（助教），伊藤 岳（助教） 
 
○研究活動の概要 
 光エネルギーを化合物に転換することで，地球上における他のすべての生命を支える植物は，

自らは移動せず，大地に根を張り，その生存の領域を広げ，外部環境の激しい変化を克服して生

育する。そのために植物は柔軟な形態形成と環境応答のメカニズムを発達させてきた。本研究室

では，植物の形態形成や環境応答の分子機構を解析している。 
植物ホルモンの一つジベレリン(GA)は，発芽，茎部の伸長などを促進する作用をもつ。Repression of 

Shoot Growth (RSG) はタバコの転写活性化因子で，GA生合成酵素遺伝子の発現制御を介してGA内

生量を調節している。RSGがリン酸化されると真核生物に広く存在する制御因子14-3-3と結合し，RSGは

細胞質へ隔離される。RSGを特異的にリン酸化するキナーゼとしてカルシウム依存性タンパク質リン酸化

酵素NtCDPK1が同定された。CDPKは分子内にカルモジュリン様ドメインをもちカルシウムと直接結合し

て活性化される植物に特徴的なセンサー型キナーゼである。in vitroの解析からNtCDPK1がカルシウ

ムにより活性化されると自己リン酸化されることが明らかになった。したがってNtCDPK1の自己

リン酸化はカルシウムを介する信号伝達の初発反応と考えられる。キナーゼの活性化では触媒領

域内アクティベーションループの自己リン酸化が引き金となることが多い。ところがCDPKのアク

ティベーションループ内の該当アミノ酸は進化の過程でGluまたはAspに置換されていることから

CDPKのアクティベーションループは既に活性化状態にあり，自己リン酸化部位は別に存在すると

考えられた。質量分析による解析の結果，NtCDPK1の自己リン酸化部位はN末の可変領域内に存

在することが明らかになった。NtCDPK1のN末の可変領域は基質である転写因子RSGとの結合に

関与している。NtCDPK1の自己リン酸化はRSGとの結合に影響すると考えられた。そこで

NtCDPK1の自己リン酸化部位をAlaに置換した非リン酸化型NtCDPK1を作製し，RSGとの結合並

びにRSGに対するリン酸化能への影響を調べた。その結果，NtCDPK1のN末の可変領域の自己リ

ン酸化はNtCDPK1の機能を負に制御することが示唆された。NtCDPK1の自己リン酸化はGAシグ

ナルの過剰な伝達を抑制するフィードバック制御と考えられる。 
 
○発表論文 
１．原著論文 
◎Fukazawa, J., Ito, T., Kamiya, Y., Yamaguchi, S. and Takahashi, Y. (2015) Binding of GID1 to DELLAs 

promotes dissociation of GAF1 from DELLA in GA dependent manner. Plant Signal Behav. 10, 
e1052923. 

◎Ito, T. and Takahashi, Y. (2015) Phosphatase protection assay: 14-3-3 binding protects the phosphate 
group of RSG from λ protein phosphatase. Bio-Protocol. 5, e1395. bio-protocol.org/e1395. 

 
２．総説・解説 
○著書 
 該当無し 
 
○講演 
１．国際会議での招待・依頼・特別講演 

該当無し 
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２．国際会議での一般講演 
該当無し 
 

３．国内学会での招待・依頼・特別講演 
該当無し 
 

４．国内学会での一般講演 

◎深澤壽太郎，高橋竜平，藤井麻弥，三島由佳，高橋陽介 (2015) ジベレリン信号伝達における

DELLA-GAF1複合体の標的遺伝子の探索 植物化学調節学会 第50回大会 東京大学 2015年10

月25日 

○伊藤 岳，岡村僚太，佐久間哲史，山本 卓，高橋陽介 (2015) EPR1の新規転写抑制モチーフ

の機能解析 第38回日本分子生物学会（神戸ポートアイランド） 2015年12月３日 

◎伊藤 岳，石田さらみ，高橋陽介 (2016) カルシウム依存性タンパク質リン酸化酵素NtCDPK1
の自己リン酸化による機能制御の解析 第57回日本植物生理学会（岩手大学） 2016年３月19

日 
 
○研究助成金の受

受



Ⅳ－36 

 
伊藤 岳 
・中国四国植物学会 会計幹事(2015年１月より) 
 
４．セミナー・講義・講演会講師等 

該当無し 
 
５．その他 

該当無し 
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植物分子細胞構築学研究室 

平成27年度構成員：鈴木克周（教授），守口和基（
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た供与大腸菌株の検討，簡便に出芽酵母のコンピテンスを上昇させる手法の検討などを行い，

多サンプル処理に適した出芽酵母への簡便・実用的な遺伝子導入法を確立し，論文報告を行

った。生物界間接合に適した供与大腸菌株については，ゲノム網羅的解析手法を用いたメカ

ニズムの解析と更なる育種に取り組む。 

 

○発表論文 

１．原著論文 

◎K Moriguchi, S Yamamoto, Y Ohmine, K Suzuki (2016)  Fast and practical yeast transformation 

method mediated by Escherichia coli based on a trans-kingdom conjugal transfer system: Just mix 

two cultures and wait one hour. PLoS One. 2016 Feb 5;11(2):e0148989. (doi: 

10.1371/journal.pone.0148989. eCollection 2016)   

◎Y Ohmine, Y Satoh, K Kiyokawa, S Yamamoto, K Moriguchi, K Suzuki (2016) DNA repair genes 

RAD52 and SRS2, a cell wall synthesis regulator gene SMI1, and the membrane sterol synthesis 

scaffold gene ERG28 are important in efficient Agrobacterium-mediated yeast transformation with 

chromosomal T-DNA. BMC Microbiol. 16(1):58. (doi: 10.1186/s12866-016-0672-0) 
 

２．総説・解説 

◎K Suzuki, K Moriguchi, S Yamamoto (2015) Horizontal DNA transfer from bacteria to eukaryotes and a 
lesson from experimental transfers. Res. Microbiol. 166:753-756. 

 
○講演 

１．国際会議での招待・依頼・特別講演 

該当無し 
 

２．国際会議での一般講演 

該当無し 
 

３．国内学会での招待・依頼・特別講演 

該当無し 
 

４．国内学会での一般講演 

◎柴田桃子，山本真司，鈴木克周 (2015) 高病原性を示すアグロバクテリウム菌株CNI5 の研究 

(中国四国植物学会 第72回大会 2015年５月16日, 会場 愛媛大学（松山市）) 

○庄田佐知子，藤井研人，坂井綾子，高木隆吉，安倍 学，山本真司，鈴木克周 (2015) イネ細胞

が分泌するvir 遺伝子誘導物質p-coumaryl alcoholのAgrobacteriumによる分解(中国四国植物学

会 第72回大会 2015年５月16日, 会場 愛媛大学) 

◎鈴木克周, 方岡由衣, 柴田桃子, 山本真司, 澤田宏之, 内山郁夫 (2015) 高病原性

Agrobacterium tumefaciens (syn. Rhizobium radiobacter)菌株CNI5のゲノム全塩基配列決定，なら

びに環状と線状の染色体DNAの予備的な解析(中国四国植物学会 第72回大会 2015年５月17日, 

会場 愛媛大学) 

◎方岡由衣，鈴木克周，山本真司，澤田宏之，内山郁夫(2015) 染色体DNA全塩基配列を用いた植

物病原性細菌Rhizobium radiobacteria (syn. Agrobacterium tumefaciens)の種内グループの解析
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（2015年12月３日，第38回日本分子生物学会年会，第88回日本生化学会大会 合同大会神戸ポ

ートアイランド 神戸国際展示場） 

◎柚木和也，大嶺悠太，山本真司，守口和基，鈴木克周(2015) アグロバクテリウムから細菌への

T-DNA輸送の試みと解析（2015年12月３日，第38回日本分子生物学会年会，第88回日本生化

学会大会 合同大会神戸ポートアイランド 神戸国際展示場） 

○庄田佐知子，福満啓博，藤井研人，坂井綾子，高木隆吉，安倍 学，山本真司，鈴木克周 (2016)

イネ細胞が分泌するvir 遺伝子誘導物質p-coumaryl alcohol のAgrobacterium による分解 

(2016年３月29日, 日本農芸化学会2016年度大会, 札幌コンベンションセンター) 

◎坂井綾子，山本真司，鈴木克周 (2016) リゾビウム属細菌のTi/Ri プラスミドの交換と形質転換

特性に与える影響(2016年３月29日，日本農芸化学会2016年度大会, 札幌コンベンションセン

ター) 

 

○各種研究員と外国人留学生の受入状況 

・留学生 Vita Agstina（2015.10.1～） 

・大学間協定校リヨン第１大学の博士課程学生が研究室に滞在し共同研究実験を行なった。 

(2015.11.24-12.8) 

 

○研究助成金の受入状況    (金額は直接経費で記載した) 

・科学研究費 基盤研究(B)「イネの形質転換に適した特質を決定するアグロバクテリア遺伝子の

解明」代表者 鈴木克周， 4,290千円 

・科学研究費 挑戦的萌芽研究 「四型分泌機構を利用した革新的植物ゲノム改変技術の確立」代

表者 守口和基，1,000千円 

・科学研究費 挑戦的萌芽研究 「細菌が持つ生育抑制システムを生物学的封じ込め技術に応用す

る試み」代表者 山本真司，1,300千円 

・科学研究費 基盤研究(B)「イネの形質転換に適した特質を決定するアグロバクテリア遺伝子の

解明」分担者 山本真司， 710千円 

 

○学界ならびに社会での活動 

１．学協会役員・委員 

 該当無し 
 

２．セミナー・講演会開催実績 

・細胞のかたちと機能プロジェクト研究センター 第57回セミナー「微生物インベントリー  

～植物生息細菌の種類と機能～」 

  講師：對馬誠也 博士（農業環境技術研究所）（2015年９月30日） 
 

３．産学官連携実績 

・特許 「プラスミド除去用組み換えプラスミド及びその利用」発明者 山本真司，鈴木克周,  

出願者 広島大学長, 特許権者 広島大学，特許第5818312号. 

 

４．セミナー・講義・講演会講師等 

・オープンキャンパス参加高校生に天然の遺伝子導入現象である根頭癌腫病の概要説明と病原菌を

植物に接種する実験を指導した（2015年８月18-19日） 
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・生物学オリンピック参加学生に細菌から真核生物への遺伝子伝達現象の解説と天然の遺伝子導入

現象である根頭癌腫病の概要説明と病原菌を植物に接種する実験を指導した（2015年８月22日） 

・広島県立祇園北高校にて出前授業を行なった (2015年７月８日) 

 

５．その他 

 該当無し 
 

○特記事項 

 該当無し 
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多様性生物学講座  

附属臨海実験所・海洋分子生物学研究室 

平成 27 年度構成員：小原政信（教授，所長併任，平成 26 年７月１日—平成 27 年９月 30 日），菊

池裕（教授，所長併任，平成 27 年 12 月１日付就任），安井金也（教授）田川訓史（准教授） 

 

〈施設の概要等〉 

 所員は小原政信教授（所長併任，平成 27 年９月 30 日退任），菊池 裕教授（所長併任，平成

27 年 12 月１日付就任），安井金也教授（平成 21年 10 月 30 日より東広島地区勤務），田川訓史准

教授，山口信雄技術員（平成 28 年３月１日付本学移動），石井登紀子契約一般事務員（平成 27 年

12 月 20 日より産前産後休業・育児休業），中村景子契約一般事務員（平成 27 年 12 月 24 日付就

任）の７名からなり所属学生は卒業研究生が１名と大学院博士課程後期学生が１名であった。平

成 27年度の述べ利用者数は 1,627 名であった。 

 

〈教育活動〉 

 本学理学部生物科学科で「動物形態学」・「比較発生学」を開講し「先端生物学」・「生物科学概

説Ｂ」・「生物科学セミナー」・「基礎生物科学Ａ」・「基礎生物科学Ｂ」の一部を担当した。実験所

内では２年次生を対象に多様な海産生物に直に接してそれらの分類・系統関係・生態を学ぶ「海

洋生物学実習Ａ」，３年次生対象のウニやホヤ発生過程の比較観察と分子発生学的手法を習得する

ことを目的にした「海洋生物学実習Ｂ」を開講している。大学院教育としては本学理学研究科生

物学専攻の「生物科学研究セミナー」・「形態形成」・「分類・進化」の一部を担当しまた臨海実験

所において「進化発生学演習」を開講した。また本学理学研究科学内での教育活動に加えて全国

の大学学部生を対象にした「公開臨海実習」を臨海実験所にて開講し比較分子発生学のある程度

高度な実験を実施して発生学の現状を理解できるように組み立ててある。海洋生物学実習Ａに 30

名海洋生物学実習Ｂに２名公開臨海実習に他大学・大学院学生６名本学の学生１名の参加があっ

た。また本学他学部（教育学部及び総合科学部）の実習も２実習他大学の実習を１実習支援した。

また文部科学省の教育関係共同利用拠点化を目指し国立大学法人に属する全国 20 の臨海・臨湖実

験所のうち研究分野が互いに関係する８大学（北海道・東北・お茶の水女子・東京・筑波・名古

屋・広島・島根）合同で実施している臨海実習を昨年度に続き本年度も主催した。なおその際に

国際交流協定を締結した台湾中央研究院より初めて講師を招いて開催した。また昨年度に続き放

送大学の「面接授業」としての実習科目を開講した。 

 

〈研究活動〉 

 半索動物ギボシムシや頭索動物ナメクジウオやを研究材料として再生研究や比較発生学的・比

較ゲノム科学的・古生物学的に広い視野に立った研究を進めている。平成 27 年度の研究活動は以

下のとおりである。公表論文は原著論文１編総説・解説が２編学会等の発表は国際会議での招待

講演１回であった。 

 

１）ヒメギボシムシ Ptychodera flava の再生研究を分子生物学的に押し進めるために再生芽 cDNA

ライブラリーのクローン解析特に他の生物で再生に関与していると考えられるクローンの発現

解析ならびに幹細胞で発現する因子・リプログラミングに関与すると考えられる因子の解析を

進めている。 
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２）基礎生物学研究所・慶應義塾大学・沖縄科学技術大学院大学と共同でカタユウレイボヤ

Brachyury 下流遺伝子群の新口動物間における比較解析を進めている。 

３）ヒメギボシムシ Ptychodera flava のゲノムプロジェクトをハワイ大学・国立情報学研究所・国
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・佐藤矩行，高橋弘樹，田川訓史．無脊椎動物と脊椎動物の間．  

 細胞工学別冊 進化の謎をゲノムで解く５章pp.188-195 (2015)． 

 

３．著書 

 該当無し 
 

○講演 

１．国際会議での招待・依頼・特別講演 

Tagawa K. Hemichordate genomes and the ancestry of chordates. 
The 2nd Hiroshima International Symposium on Future Science. 

 

２．国際会議での一般講演 

 該当無し 
 

３．国内学会での招待・依頼・特別講演 

 該当無し 
 

４．国内学会での一般講演 

 該当無し 
 

○各種研究員と外国人留学生の受入状況 

【外国人留学生】 

MOROV ARSENIY ROMANOVICH (ロシア) （博士課程後期 2013 年 10 月入学）  

 

○研究助成金の受入状況 

共同研究 

・独立行政法人 理化学研究所「脊椎動物の頭部進化の解明に向けての比較研究」 

代表者 安井金也  

・マリンバイオ共同推進機構（JAMBIO）共同利用・共同研究 

平成27年度 109千円（課題 No.26-59） 

半索動物キホシムシの再生におけるアリルスルファターセの役割  
 

○学界ならびに社会での活動 

１．学協会役員・委員 

該当無し 
 

２．セミナー・講義・講演会講師等 

田川訓史 

（１）愛媛大学の非常勤講師を行った。生物学特別講義及び生物学特別講義II。 

（平成27年５月30日-31日）受講者31名。 

（２）放送大学の面接授業を臨海実験所で行った。広島県向島地区基礎海洋生物実習。 

（平成 27 年 10 月 24 日−25 日）受講者９名。 

（３）鹿児島大学の非常勤講師を行った。生命化学特別講義及び先端科学特別講義。 
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附属宮島自然植物実験所・島嶼環境植物学研ᩍ⫱・研究࡟࡜ࡇ࠺⾜ࢆⅦศ໬・ศᕸ・⏕ែࡢ࡝࡞⏕物ᆅ⌮学࡟㛵ࡿࡍㅖၥ㢟ࡢゎ᫂ཬࡧ⏕物ࡢಖ඲Ⅶ
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研究活動：蘚
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sikokiana Miq.の現状について. Hikobia 17: 81-88. 
 山内大輝，丸山隼人，内田慎治，向井誠二，坪田博美，和崎 淳. （2015） 日本産ヤマモガシ

（ヤマモガシ科）のクラスター根の発見. 植物研究雑誌 90: 103-108. 

 

２．総説・解説・短報・その他 

 半田信司，溝渕 綾，大村嘉人，中原-坪田美保，坪田博美. （2016） 毛状細胞を有するスミ

レモ類（アオサ藻綱）の系統・分類学的研究. 藻類 64: 50. 

 溝渕 綾，半田信司，大村嘉人，正田いずみ，中原-坪田美保，坪田博美. （2016） Trentepohlia 
rigidulaとT. monile（スミレモ科，アオサ藻綱）の分類学的再検討. 藻類 64: 76. 

 中原-坪田美保，半田信司，溝渕 綾，原田 浩，坪田博美. （2016） 生葉上藻類Cephaleuros
（スミレモ科，アオサ藻綱）の分子系統学的研究. 藻類 64: 77. 

 坪田博美. （2015） グループでの実地体験を中心とした教養ゼミ. 広島大学教養教育本部（編）, 

広島大学教養ゼミ実施事例集, 49-51 pp. 広島大学教養教育本部評価・改善部門. 

 

○著書 

 該当無し 

 

○取得特許 

 該当無し 

 

○講演 

１．国際会議での招待・依頼・特別講演 

 該当無し 

 

２．国際会議での一般講演 

 Inoue, Y. & Tsubota, H. A taxonomic study on cleistocarpous species of Weissia (Pottiaceae, Bryophyta) 
in Japan. XX Cryptogamic Botany Symposium (2015年７月22–25日, Porto). 

 

３．国内学会での招待・依頼・特別講演 

 該当無し 

 

４．国内学会等での一般講演 

 半田信司，溝渕 綾，大村嘉人，中原-坪田美保，坪田博美. 毛状細胞を有するスミレモ類（ア

オサ藻綱）の系統，分類学的研究. 日本藻類学会第40回大会（2016年３月19-21日, 東京）. 

 井上侑哉，坪田博美. ヒメツボゴケAstomum japonicum G.Rothの正体. 日本蘚苔類学会第44回大

会（2015年８月４–６日, 佐久穂町）. 

 井上侑哉，坪田博美. 日本産ツチノウエノタマゴケWeissia longifolia Mitt.の実体. 日本植物分類

学会第15回大会（2016年３月５–９日, 富山市）. 

◎Kim, W., Sato, T., Inoue, Y., Tsubota, H., Yamaguchi, T. & Higuchi, M. Four unrecorded and two 
rediscovered mosses from Korean moss flora. 47th Annual meeting of the Korean Society of Plant 
Taxonomists (2016年２月18日, 韓国). 

 溝渕 綾，半田信司，大村嘉人，正田いずみ，中原-坪田美保，坪田博美. Trentepohlia rigidula
とT. monile（スミレモ科，アオサ藻綱）の分類学的再検討. 日本藻類学会第40回大会（2016
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年３月19-21日, 東京）. 

 中原-坪田美保，半田信司，溝渕 綾，原田 浩，坪田博美. 生葉上藻類Cephaleuros（スミレモ科，

アオサ藻綱）の分子系統学的研究. 日本藻類学会第40回大会（2016年３月19-21日, 東京）. 

 岡村惟史，山内大輝，丸山隼人，内田慎治，坪田博美，和崎 淳. 日本在来のヤマモガシ科ヤマ

モガシの低リン耐性. 第１回植物の栄養研究会（2015年９月４-５日, 東京）. （最優秀ポス

ター賞受賞） 

 岡村惟史，山内大輝，丸山隼人，内田慎治，坪田博美，和崎 淳. 日本在来のヤマモガシ科ヤマ

モガシの低リン耐性. 日本土壌肥料学会2015年度京都大会（2015年９月９-11日, 京都）. 

◎佐藤 匠，井上侑哉，金 元熙，坪田博美，山口富美夫. 興味ある韓国産蘚類について. 日本蘚

苔類学会第44回大会（2015年８月４–６日, 佐久穂町）. 

◎正田いずみ，半田信司，井上侑哉，中原-坪田美保，嶋村正樹，坪田博美. Trentepohlia odorata
（スミレモ科）の系統保存株CCAP 483/4の正体. 中国四国植物学会第72回大会（2015年５月

16-17日, 愛媛）. 

◎正田いずみ，半田信司，井上侑哉，中原-坪田美保，嶋村正樹，坪田博美. Trentepohlia odorata
（スミレモ科）系統保存株CCAP 483/4の形態と分子系統学的位置. 日本植物学会第79回大会

（2015年９月６–８日, 新潟）. 

 坪田博美，武内一恵. 広島県で確認されたエゾハタザオ（アブラナ科）. 日本植物分類学会第

15回大会（2016年３月５–９日, 富山市）. 

 

○研究助成金の受入状況 

１．科学研究費補助金 

 該当無し 

 

２．共同研究・受託研究 

 該当無し 

 

３．寄附金・その他 

坪田博美 

寄附金 

 ・一般社団法人 広島県環境保健協会  100千円 

 ・一般社団法人 宮島観光協会  13千円 

 

○学会ならびに社会での活動 

１．学協会役員・委員 

坪田博美 

 ・ヒコビア会，庶務幹事（2006-） 

 ・日本植物分類学会，編集委員（2012-） 

 ・環境省自然環境局，稀少野生動植物保存推進員（2012-2015，2015-2018） 

 ・日本蘚苔類学会，広報委員（2014-） 

 ・廿日市市，文化財保護審議会委員（2015-2018） 

 ・三原市教育委員会，天然記念物久井の岩海保存活用計画策定委員会（2015-） 

 ・一般社団法人ネイチャー構想推進協議会，理事（2015-） 
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２．セミナー・講演会開催実績 

坪田博美 

 ・植物観察会．2015年４月-2016年３月（毎月１回と特別回１回，勉強会１回，年間14回），広

島県内・その他．宮島自然植物実験所・ヒコビア会共催． 

 ・野外学習．2015年10月26日，広島県廿日市市宮島町，広島大学附属三原学園． 

 

３．産学官連携実績 

坪田博美 

 ・広島県保健協会共同研究（2006-）広島県廿日市市・広島県広島市（気生藻類の分子系統学的

研究） 

 ・国立科学博物館共同研究（2014-）茨城県つくば市（地衣共生藻類の分子系統学的研究） 

 

４．セミナー・講義・講演会講師等 

坪田博美 

 ・ＳＳＨ事業講師．安田女子中学高等学校．2015年度．広島市． 

 ・ＳＰＰ事業講師．「中高生の科学部活動振興プログラム」．ＡＩＣＪ中学・高等学校科学チャ

レンジ同好会．2015年度．宮島，廿日市市宮島町． 

 ・鈴峯女子短期大学野外実習．宮島の植物と自然の解説．2015年９月26日．廿日市市宮島町． 

 

５．その他 

○国際共同研究 

坪田博美 

 ・Estebanez博士（スペイン・マドリッド自治大学）との蘚苔類の分子系統学的研究 

 ・Mohamed教授（ブルネイ・ブルネイ大学）及びYong Kien Thai博士（マレーシア・マラヤ大学）

との蘚類の系統・分類学的研究 

 ・Seppelt教授（オーストラリア・タスマニア博物館）及びDalton氏（オーストラリア・タスマ

ニア大学）とのオーストラリアの蘚苔類に関する分子系統学的研究 

 

○特記事項 

１．受賞 

 該当無し 

 

２．新聞・メディア報道 

 ・施設紹介. ＮＨＫ趣味の園芸（２月号）2016年１月． 

 ・取材. 「新にほん風景遺産, 宮島」. ＢＳ朝日: 2015年10月13日（火）21:00～23:00内の１

時間, 広島ホームテレビ: 2015年10月31日（土）13:00-13:55. 

 ・取材. 「新日本風土記：もういちど，日本～神の森 宮島」. ＮＨＫ: 2015年５月28日（木）, 

Ｅテレ 5:55-6:00, ＢＳプレミアム 7:10-7:15, 11:55-12:00. 

 ・取材. 日本経済新聞. 人物・施設紹介. 2015年８月17日. 

 

３．おもな施設利用・活動 

教育・研修・講演会 

 ・実習．生物科学基礎実験Ⅲ（海藻実習）．2015年４月２-６日． 
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 ・実習．教養ゼミ（植物コース）．2015年４月25-26日，６月27-28日，７月19-20日． 

 ・野外教育．ＡＩＣＪ高等学校．2015年４月25日． 

 ・野外教育．宮島自然観察講座．2015年７月４日． 

 ・研修・野外教育．宮島幼稚園保護者会．2015年８月３-４日． 

 ・実習．鈴峯女子短期大学．2015年９月26-27日． 

 ・野外教育．広島大学附属三原小学校．2015年10月26日． 

 ・野外観察，施設見学．広島城北学園ワンダーフォーゲル部．2015年11月14-15日． 

 ・研修・野外教育．放送大学．2015年11月27日，12月６日． 

 ・研修・野外教育．西条農業高校．2016年３月19-20日． 

 ・実習．生物科学基礎実験Ⅲ（海藻実習）．2016年３月24-28日．（潮位等の関係で前年度末に実

施） 

 

学会・調査・研究 

 ・打合せ・標本閲覧．広島市植物公園．2015年４月10日，７月14日，９月16日，10月21日，12

月22日． 

 ・研究調査．広島大学総合科学部・広島大学生物圏科学研究科．2014年４月14日，７月８日，

10月２日，12月２日．ヤマモガシ調査等． 

 ・研究打合せ．中国醸造株式会社．2015年５月21日． 

 ・研究調査．広島大学総合科学研究科．2015年６月12日． 

 ・研究調査．広島大学生物圏科学研究科．2015年８月21日．研究試料採集． 

 ・研究調査・標本閲覧．スミレ愛好会．2016年１月31日． 

 

施設見学・施設利用・野外観察・行政・その他 

 ・打合せ．近畿中国森林管理局広島森林管理署．2015年４月13日，５月15日，５月29日，６月

26日，７月９日，2016年３月３日，３月８日． 

 ・打合せ．環境省．2015年４月21日． 

 ・打合せ．一般社団法人ネイチャー構想推進協議会設置委員会．2015年５月１日． 

 ・施設利用．ウォンツ・メディカルウォーキング大会．2015年５月10日． 

 ・打合せ．日本モンキーセンター．2015年６月３日． 

 ・打合せ．宮島ロープウェイ．2015年６月４日． 

 ・施設利用・施設見学．宮島太郎の会．2015年６月４日，９月12日． 

 ・野外観察会．宮島植物観察会．2015年８月４日． 

 ・打合せ．宮島観光協会．2015年８月19日． 

 ・打合せ．ＮＴＴ西日本．2015年９月４日． 

 ・野外観察・施設見学．どんがめクラブ．2015年９月14日． 

 ・野外観察・施設見学．岡山自然を守る会．2015年10月5日． 

 ・打合せ．ＮＨＫ広島．2015年10月21日． 

 ・野外観察・施設見学．山口植物学会観察会．2015年11月20日． 

 ・打合せ．中国電力．2015年12月２日． 

 ・野外観察・施設見学．薬師ケ丘ワンゲル同好会．2016年１月15日． 

 ・野外観察・施設見学．宮島未来ミーティング．2016年１月31日． 

 ・海上保安庁．2016年３月25日． 
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カハライモリのチロシナーゼのクローニングから実験を行った。その結果登録されていたチロシ

ナーゼよりも他の動物種に近い新たなチロシナーゼのクローニングに成功した。このチロシナー

ゼをターゲットとするTALENを作製してアカハライモリの受精卵に注入したところ，３個の卵か

ら発生した個体のうち２個体は外見上完全なアルビノ個体となった。また，これまで報告されて

いたチロシナーゼの発現量は野生型のものと比較して減少は見られなかった。これらのことから

今回，クローニングしたチロシナーゼが真にメラニン色素の合成に関わる遺伝子であることが示

された。今後はこのアルビノアカハライモリを繁殖させ，研究のために利用していきたいと考え

ている。 

 
４. レチノイド処理による無尾両生類幼生の尾部切断部におけるホメオティック肢形成過程の解

析 
 1992年，脊椎動物のホメオティック変異が報告された。インドの無尾両生類の幼生の尾部を切

断しレチノイドで処理すると，尾ではなく，後肢の様な構造（ホメオティック肢）が生じた。こ

の現象は，実験によく使われる種では再現されなかったので，その解析はあまり進んでいなかっ

た。しかし我々は，本邦で容易に入手可能な無尾両生類を用いてホメオティック肢形成の再現に

成功し，現在この現象を研究することが可能である。 

 ホメオティック肢形成過程は殆ど観察されていない。そこで我々は先ずその詳細を明らかにす

ることにした。ホメオティック肢の形態，発生位置，及び向きは，切断尾から生じた再生体の頭

尾軸に関する位置価が本来よりも前方化していることを示唆するものだった。ホメオティック肢

は再生体の上部及び下部から生じた。このことは，ホメオティック肢を生じた尾再生体の上部及

び下部の位置価が，胴部側方に相当するものであることを示唆する。 

 
５. ネッタイツメガエルの性決定様式：超雄（YY）の作製及び卵核二倍体の解析 

ネッタイツメガエル（Xenopus (Silurana) tropicalis）の性決定様式はZZ/ZW型であることが，2017

年にRocoらにより報告された。しかし今回，Ivory Coast系統からのネッタイツメガエルを用いた

解析により，XX/XY型の性決定様式を示す結果を得た。また，両生類では未だに報告されていない

超雄（YY）の作製にも成功した。 

遺伝的雄の性転換個体（雌）と遺伝的雄との交配によって得られたF1から5匹の雄を選び，再度

遺伝的雌と交配したところ，２匹の雄親由来のF2では全てが雄であった。これは，雄がXY型であ

る場合にみられる性比であり，その２匹の雄親は超雄（YY）であると考えられる。一方，他の３

匹の雄親由来のF2の性比は全てが約１対１であった。また，卵のみから発生させた２倍体（卵核

二倍体）を作製して性比を調べたところ，全て雌であった。これは，雌がXX型である場合にみら

れる性比である。従って，本研究に用いたネッタイツメガエルの性決定様式はXX/XY型であること

が考えられた。 

全雄集団が得られることから，今後はネッタイツメガエル精巣分化機構の詳細な解析を行うこ

とが可能になる。また，超雄を用いたY染色体特異的遺伝子の探索も可能になる。一方，雌がZW

型であっても，全ての卵核二倍体において雌決定遺伝子が組み換えを起こしていた場合には全て

雌になるため，追加実験によって雌がXX型であることを確認する必要があると考える。 

 
○発表論文 
１．原著論文 
◎Y. Nakai, K. Nakajima, J. Robert and Y. Yaoita. (2016) Ouro proteins are not essential to tail regression 

during Xenopus tropicalis metamorphosis. 
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Genes to Cells, 21(3): 275-286. 
◎T. Nakayama, M. Fisher, K. Nakajima, A. O. Odeleye, K. B. Zimmerman, M. B. Fish, Y. Yaoita, J. L. 

Chojnowski, J. D. Lauderdale, P. A. Netland and R. M. Grainger. (2016) Xenopus pax6 mutants affect 
eye development and other organ systems, and have phenotypic similarities to human aniridia patients 
Developmental, 408(2): 328-344. 

◎K. Nakajima, T. Nakajima, and Y. Yaoita. (2016) Generation of albino Cynops pyrrhogaster by genomic 
editing of the tyrosinase gene. Zoological Science, 33(3), 290-294, doi: 10.2108/zs150203. 

◎Kondo T, Okada M, Kunihiro K, Takahashi M, Yaoita Y, Hosoya H, Hamao K. Characterization of 
myosin II regulatory light chain isoforms in HeLa cells. Cytoskeleton (Hoboken). 2015 
Dec;72(12):609-20. doi: 10.1002/cm.21268. 

◎K. Nakajima and Y. Yaoita. (2015) Development of a new approach for targeted gene editing in 
primordial germ cells using TALENs in Xenopus Biology Open 4, 259-266, 
doi:10.1242/bio.201410926 

◎K. Nakajima and Y. Yaoita. (2015) Highly efficient gene knockout by injection of TALEN mRNAs into 
oocytes and host transfer in Xenopus laevis. Biology Open, 4, 180-185, doi:10.1242/bio.201410009 

N. Matsushima, S. Ihara, M. Takase, T. Horiguchi. Assessment of radiocesium contamination in frogs 18 
months after the Fukushima Daiichi nuclear disaster. Scientific Reports 5, Article number: 9712 
(2015). DOI: 10.1038/srep09712. 
 

 
○講演 

１．国際会議での招待講演 

○Suzuki, A., Kashiwagi, K., Hanada, H., Furuno, N., Tazawa, I., Kurabayashi, A., Nakajima, K., 
Takebayashi-Suzuki, K., Igawa, T., Sumida, M., Yoshida, H., Kobayashi, S., Takenaka, J., Tamaki, J., 
Murakami, S., Mido T. and Kashiwagi, A.「National BioResource Project (NBRP) for Xenopus: recent 
developments at the Asian hub for the international Xenopus research community」口頭，Xenopus 
Meeting 2015（2015年９月29日 米国ウッズホール） 

 

２．国際会議での一般講演 
Minoru Takase “A useful amphibian model for analyzing estrogenic effects: production of all-male 

tadpole by artificial mating using supermale (YY) Silurana tropicalis.” The 63rd NIBB conference 
Environment to Bioresponse, Okazaki, Japan, Nov 30-Dec 2, 2015. 
 

４．国内学会での一般講演 

◎中島圭介，矢尾板芳郎 「TALEN mRNA を注入した卵母細胞にホストトランスファー法を適用

した高効率遺伝子破壊法」 第 38 回日本分子生物学会，神戸市(2015 年 12 月) 

◎中井裕也，中島圭介，矢尾板芳郎 「ツメガエルの変態における尾の退縮に Ouro 蛋白質は関係

していない」 第 38 回日本分子生物学会，神戸市(2015 年 12 月) 

◎中島圭介，矢尾板芳郎 「TALEN mRNA の卵母細胞への注射と host transfer による高効率遺伝

子破壊法」 第 86 回日本動物学会，仙台市(2015 年９月) 

◎中島圭介，矢尾板芳郎 「TALEN法によ